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地域づくり・市民活動などのご相談は北上市市民活動情報センターへ

出展申し込み

8月

情報センターブログの「8月の講座予定」ページ

は、印刷してご利用いただけます♪

紙面に載せきれない講座もありますので、各地

区のセンターだよりもぜひご覧ください。
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きたかみ市民活動ポータル

北上では、企業や地域、NPOなど、さまざま

な人たちが地域を支えています。

その活動をもっと身近に感じてもらえるよう、

「きたかみ市民活動ポータル」ができました。

スマートフォンやパソコンから、団体や活動

テーマ、地区などで検索でき、地域で活躍する

団体や活動を気軽に探すことができます。

「地域で活動してみたい」

「どんな団体があるのだろう？」

そんなときは、ぜひご活用ください。

「ちょっと気になる」から始まる、新しいつな

がり。

北上の市民活動を、ぜひのぞいてみませんか。

             
きたかみ市民活動ポータル

https://x.gd/f8wGO

※掲載情報は随時更新しています。掲載内容

が最新ではない場合がありますので、ご利用

の際は最新情報をご確認ください。

子どもゆめ基金では、子どもの体験活動・読書

活動・スポーツ活動を支援する事業に助成を

行っています。

令和9年度助成(一次募集)は、令和8年10月1

日（木）から受付開始予定です。

助成制度や申請方法を学べる説明会が開催さ

れます。

対象  青少年教育に関する活動を行う民間団体

※法人格のないグループやサークルも申請でき

ます。

日時 9月8日（火）14:00～15:30

会場 キオクシアアイーナ 8階 研修室811

（盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号）

内容
助成制度・申請方法の説明、質疑応答

お問い合わせ

国立岩手山青少年交流の家 事業推進係



黒沢尻北地区交流センター

7月9日（木）、黒沢尻北地区交流センター

で、生涯学習事業「地域史コース」第2回講

座「目で見る黒北地形さんぽ」が開催され

ました。

地域史コースは、黒沢尻北地区の地形の

成り立ちや、そこからアルミニウムを得る

ことに挑戦した人々の歴史を学び、国産

軽銀工業の産業史への理解を深めること

を目的とした講座です。6月から11月ま

で全5回の日程で開催されます。

当日のまち歩きの様子をご紹介します。

目で見る黒北地形さんぽ ～国産軽銀の足跡をたどる

講師は、北上市立博物館の蒲田専任研究員

です。交流センターで事前レクチャーを受けた

後、黒沢尻北小学校南側から北上市総合福祉

センター入口、常盤台てんぼう公園まで、かつ

て工場へと続いていた引き込み線のルートを

たどりながら歩きました。

地域
の活動

常盤台てんぼう公園では、海外からも注目

される地質学的に貴重な「村崎野軽石」を観

察しました。ここは、村崎野軽石を常時見るこ

とができる数少ない場所です。

堆積した火山灰や軽石に長い年月をかけて

雨水が浸透し、分解が進むことで「イモゴライ

ト（芋子石）」と呼ばれる鉱物が生成されます。

これはアルミニウム鉱物へと変化していく過

程で生まれるもので、地域の地形や産業との

深いつながりを学ぶことができました。

参加者からは、「実際に歩きながら解説を聞

くことで、どこに何があったのか理解が深まっ

た」「地元に住んでいながら知らなかった歴史

を知ることができ、参加して良かった」といっ

た感想が聞かれました。

当時を今に伝える「国産軽銀工場跡の門」

世界的にも貴重な「イモゴライト」

北上市総合福祉センター入口には、国産軽

銀工場跡の門が今も残されています。

蒲田専任研究員からは、門の表面には高級

な石材が使われていることなどの説明があり、

工場建設に込められた当時の人々の思いや歴

史に触れる機会となりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

取材にご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました！



岩手酸素株式会社

岩手酸素株式会社

代表取締役 堀内 健一さん

「地域の人同士が、もう一度顔の見える関係

になってほしい。」

コロナ禍を経て、そんな思いから始まったの

が、岩手酸素㈱が運営するこども食堂「わが

まちダイニング」です。

2025年9月、本社2階の民営避難所スペー

スを活用してスタートしました。対象は和賀

町に住む方、または勤務する方で、子どもは

無料、大人は100円で利用できます。

当初は50食を予定していましたが、現在で

は毎回75～80食を提供し、子どもから高

齢者まで幅広い世代が集う憩いの場になっ

ています。

『わがまちダイニング』は初めての方も大

歓迎です。ぜひ気軽にお越しください。

あわせて、岩手酸素では自治会や小・中

学校などを対象に、避難所生活を体験し

ながら防災について学ぶ『防災合宿』も

実施しています。

企業情報

社 名： 岩手酸素株式会社

業 種： 高圧ガス・医療ガス販売事業

所在地： 北上市和賀町藤根18-150-1

電 話： ０１９７-73-7799

岩手酸素㈱では、本社2階を災害時に地域住

民が利用できる民営避難所として整備しまし

た。しかし、平時には利用する機会が少なく、

その存在を知ってもらうことが課題でした。

そこで、普段から集まれる場として始めたの

が「わがまちダイニング」です。食を通じた交流

で地域のつながりを育み、平時からの支え合

いと防災につなげる取り組みです。

『食べる』が地域をつなぐ～民営避難所から始まる新しい地域づくり

日常の活動が防災につながる

民営避難所を身近な場所に

企業紹介

「わがまちダイニング」は、孤食の解消や交流

の場づくりに加え、民営避難所を知ってもらう

機会にもなっています。

また、ボランティア同士の交流や、備蓄食材

を日常的に活用するローリングストックの実践

など、普段の活動そのものが防災の備えにつ

ながっています。

「今後は食事を提供するだけでなく、地域の

人たちが自然につながり、交流できる場所にし

ていきたい。」と堀内社長は語ります。

食をきっかけに人が集い、支え合いが生まれ

る。「わがまちダイニング」は、地域の未来を育

む拠点として歩み続けています。

ボランティアさんたち
による、野菜たっぷり
メニューが大好評！

事業内容や
最新の取り組みを
ご覧いただけます！

HP



ハブラボきたかみ

7月17日（金）、さくらホール feat.ツガ

ワで、北上市主催の「福祉とつながりたい

人、福祉でつながりたい人の大交流会」が

初めて開催されました。

この交流会は、地域福祉の新たなつなが

りづくりを目的に開催されたもので、市内

外から19団体・事業者がブースを出展し、

11団体・事業者がチラシで活動を紹介し

ました。

当日は、関係者を含む約120人が参加。

参加者は会場内を自由に巡りながら、そ

れぞれの活動や取り組みについて情報交

換を行いました。「こんな活動をしている」

「こんな困りごとがある」といった会話を

きっかけに、新たなつながりや連携の可

能性が生まれる交流の場となりました。

福祉とつながりたい人、福祉でつながりたい人の大交流会
取り
組み紹介

取材にご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました！

交流会のはじめには、全出展者が1分間の活

動紹介を行いました。それぞれの団体が活動

内容や思いを発信し、参加者は地域で活躍す

る多様な団体を知るとともに、その後の交流

につながるきっかけとなりました。

活動紹介の後は、参加者が興味のあるブー

スを自由に訪れ、出展者に質問したり、活動内

容や取り組みについてじっくり話を聞いたり

しながら交流を深めました。

会場では、新たな出会いや情報交換が行わ

れ、地域の福祉活動をつなぐ貴重な機会とな

りました。

テーブルには、11団体・事業者の活動を紹介

するチラシが用意され、興味のあるものを自

由に持ち帰ることができました。「自分だけで

なく、周りの興味がありそうな人にも知らせる

ことができる」と、参加者からも好評でした。
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